
１．主催　　公益財団法人全日本軟式野球連盟・スポーツニッポン新聞社・全国新聞社事業協議会
２．主管　　全日本軟式野球連盟静岡県支部（静岡県野球連盟）
３．後援　　文部科学省・都・道・府・県・市・町・村等、各教育委員会等、各体育協会等、各報道機関等
４．協力　　都道府県中学校体育連盟軟式野球競技部・協力団体・企業等
５．特別協賛
６．会期　　平成○○年○月○○日（○）～○月○○日（○）　４日間　雨天順延
７．会場　　（A）会場名（B）会場名（C）会場名（D）会場名（E）会場名
８．出場資格　　（１）中学校に在籍する生徒で編成されたチームで、原則として都道府県支部の予選で優勝し、かつブロック大会で代表となり、その都道府県支部長の推薦を受けたチームとする。
　　　　　　　　　（２）チーム構成員は、都道府県予選、ブロック予選、本大会を通じて中学1，2年生（新2，3年生）とし、監督1名、コーチ2名（成人）の他、選手10
名以上20名以内であること。
　　　　　　　　　（３）当該年度、公益財団法人全日本軟式野球連盟の登録チーム。ただし、未登録のチームについては、大会の主旨よりみて、各都道府県の中体連と全軟連
の支部が認めた場合、大会参加申込までに登録を行う。

　　　　　　　　　（４）硬式ボールを使用する団体に所属しているチームとその構成員の出場は認めない。

　　　　　　　　　（５）所属都道府県支部予選時の出場メンバーに変更なく参加すること。
９．出場チーム　　北海道（2）、東北（3）、関東（5）、北信越（3）、東海（2）、近畿（3）、中国（3）、四国（2）、九州（5）開催地（4）　計32チーム
10．競技規則・競技方法　　２０○○年度公認野球規則及び別に定める特別規則を適用する。

　　　　　　　　　（１）全試合トーナメント方式とし、各試合7イニングとする。なお、得点差によるコールドゲームは適用しない。
　　　　　　　　　（２）投手の投球制限については、健康維持を考慮し、1日7イニングまでとする。ただし、タイブレーク方式の直前のイニングを投げ切った投手に限り、1日最大9イニングまで投げることができる。なお、投球イニングに端数が生じたときの取り扱いについては、3分の1回（アウト1つ）未満の場合であっても、1イニング投球したものとして数える。
　　　　　　　　　（３）7回を完了して同点の場合は、引き続きタイブレーク方式を行い、9回を完了して決着がつかない時は、抽選により勝敗を決定する。決勝戦は投手の投球制限を遵守の上、勝敗が決するまでタイブレーク方式を続行する。
【タイブレーク方式】継続打順で、前回の最終打者を一塁走者とし、二塁、三塁の走者は順次前の打者とする。すなわち、無死満塁の状態にして1イニング行い、得点の多いチームを勝ちとする。勝敗が決しない場合は、さらに継続打順でこれを繰り返す。

　　　　　　　　　（４）全試合について、特別継続試合を適用することがある。

　　　　　　　　　（５）金属バット及びハイコンバットは、公益財団法人全日本軟式野球連盟公認マーク入りのものとする。捕手は、危険防止のため、公益財団法人全日本軟
式野球連盟公認マーク入りのマスク・レガース・プロテクター・ヘルメットを着用すること。打者・走者・次打者・ベースコーチとも両耳イヤーフラ
ップ付きの公認マーク入りヘルメットを着用すること。
　　　　　　　　　（６）試合に出場する捕手、およびブルペンの捕手は、ファウルカップを着用すること。
　　　　　　　　　（７）監督、コーチ及び選手は、必ずユニフォームに背番号（0番より99番までとする。ただし、監督は30番、コーチは28番、29番、主将は10番に統
一する。）及び左袖に都道府県名を付けること。
　　　　　　　　　（８）その他大会特別規定については別に定める。
11．大会規律　　不正出場、その他規律違反に対しては、公益財団法人全日本軟式野球連盟規程細則により処理する。
12．使用球　　公益財団法人全日本軟式野球連盟公認球（B号）を使用する。
13．表彰 　第1位　文部科学大臣杯（持ち回り）・文部科学大臣表彰状・優勝旗（持ち回り）・表彰状・優勝盾・優勝メダル
　　　　　　　　　第2位　静岡県知事賞（持ち回り）・表彰状・準優勝盾・準優勝メダル
　　　　　　　　　第3位　表彰状・第3位盾・第3位メダル
14．参加記念品　 参加チームに参加記念品を授与する。

15．参加申込　　出場資格を得たチームは、公益財団法人全日本軟式野球連盟HPより参加申込書をダウンロードし、申込書に正確に記入し、所属都道府県支部へ平成○○年○月○○日（○）までに提出すること。各都道府県支部は提出された参加申込書を確認後、E-Mailにて公益財団法人全日本軟式野球連盟へ提出すること。
　　　　　　　　　　※参加申込書の作成・提出方法については、別紙「参加申込書作成について」を参照のこと。

　　　　　　　　　　※組合せ抽選・プログラム作成・宿舎割当等の関係上申込期日を厳守のこと。
　　　　　　　　　　※選手欄は、主将以下、その他の選手は背番号の若い方から、記入のこと。
　　　　　　　　　　※学年については、新学年を記入すること。

　　　　　　　　　　※大会参加料は、連盟主催大会取り決め事項により、20,000円とし、監督主将会議で納入すること。
　　　　　　　　　　※大会出場同意書は下記大会実行委員会宛に送付すること。

　　　　　　　　　　※インフルエンザ感染の場合のみ参加申込書の提出後の選手変更を認める。なお、手続きにあたり、医師の診断書を監督主将会議までに提出すること。事前に提出する場合には、公益財団法人全日本軟式野球連盟宛に提出すること。

16．組合せ抽選　　本部役員並びに主管支部役員立会いの上、下記により代理抽選を行う。
　　　　　　　　　（１）日　時　平成○○年○月○○日（○）　　○○時○○分　　　（２）会　場　公益財団法人全日本軟式野球連盟　会議室
17．監督主将会議　　下記により監督会議を行うので、出場チームの監督及び主将は、必ずユニフォームを着用し「20○○年度版競技者必携」を持参の上出席すること。出席しない場合は原則として棄権とみなす。
　　　　　　　　　（１）日　時　平成○○年○月○○日（○）　　○○時○○分　　　（２）会　場　会場名、所在地、電話番号
18．開会式   （１）日　時　平成○○年○月○○日（○）　　○○時○○分　（選手は、○○時○○分までに集合のこと。）
　　　　　　　　　（２）会　場　会場名、所在地、電話番号　〔雨天時、会場名、（所在地・電話番号）で行うので、運動靴（室内履き）を持参のこと。〕
　　　　　　　　　　※代表チームは、各支部の代表旗を必ず持参のこと。
19．宿泊の斡旋　　必要に応じて下記業者が斡旋を行う。
　　　　　　　　　（１）出場チームは、所定の宿泊申込書に斡旋の要否を記入し、平成○○年○月○○日（○）までに下記宛にFAXにて送付すること。
　　　　　　　　　（２）宿泊申込締切後の宿泊を取り消した場合は、当該チームにおいて違約の責任を負うものとする。
　　　　　　　　　（３）宿泊料は1泊2食付○○○○円以内（税金・サービス料別途）に協定する。
　　　　　　　　　　※宿泊申込書送付先　企業名、所在地、電話番号
20．旅費宿泊　　本大会に参加するための旅費・宿泊費は、全てチーム負担とする。
21．その他　 （１）チームの責任は、引率者（代表者または責任者）において、一切の責任を負うものとする。
　　　　　　　　　（２）大会中の不慮の負傷、疾病については応急措置を施すが、それ以外の責任は負わない。
　　　　　　　　　（３）参加選手は、健康保険被保険者証または共済組合員証その他これに準ずるものを持参のこと。
　　　　　　　　　（４）本大会についての問い合わせ先　実行委員会名、所在地、電話番号、FAX番号、E-Mail
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